
第 20 回 在宅ケアネットワーク栃木 
（総会・シンポジウム） 

日 時 2016 年 3 月 13 日（日）10 時～15 時 55 分（9 時 30 分開場） 

会 場 自治医科大学 地域医療情報研修センター 大講堂 

テーマ 2035 年の地域包括ケア  ～在宅ケアのかたち～ 

 

【  メ ッ セ ー ジ  】 
第 20 回大会長 太田 秀樹 世話人 

（医療法人アスムス理事長） 

 

1996 年に発足した在宅ケアネットワーク栃木は、在宅ケアの普及推進を願ったささや

かな市民活動でした。在宅ケアに熱心な医師が中心となって市民目線で多職種が顔の見える

関係性構築のきっかけをつくろうとした、その基本的な理念は、今も色あせることはありま

せん。 

2000 年には介護保険制度が、そしてがん対策基本法（2006 年）、障害者自立支援法

（2005 年、のち 2013 年障害者総合支援法）と法制度から在宅医療の推進が図られ、今

地域包括ケアシステムという大きな枠組みのなかで在宅医療への期待は一層高まっていま

す。 

そこでこの 20 年の節目として、20 年未来を予想した 2035 年の栃木県の姿はどうな

っているのか、その時の在宅ケアの状況はどんな様子なのか、そんなテーマでこの大会を開

催したいと思います。 

◆  参 加 受 付  ◆ 

（１）大会参加費（兼）年会費： 一般会員 1000 円、学生会員 500 円（定員 540 名） 

会員でない方は、当日会場で入会手続きをお願いします 

（２）昼 食： 弁当（茶つき）1000 円（事前予約のみ）  

（３）申込み ： 円滑な大会運営のため「事前申込み」（振込み申込）にご協力ください。 

締切り 2016 年 2 月 28 日 

【振込み先】 ゆうちょ銀行 口座記号番号：00180-1-418778  

加 入 者 名 ：在宅ケアネットワーク栃木 

 

※通信欄に「申込者住所」「参加者全員の氏名」「弁当の数」を書き合計額をお送りください。 

当日名札を準備します。当日参加も可能ですが、出来る限り事前申し込みをお願いします。 

 



【  プ ロ グ ラ ム  】 
10:00-10:10  オープニングメッセージ 司会 永島徹 

開会あいさつ 入江吉晴 事務局長（マロニエ医療福祉専門学校校長） 

10:10-10:40  大会長講演『在宅ケアネットワーク栃木 20 年のあゆみ』 

           講師 太田秀樹    

司会 栗本孝雄 

10:40-11:30  基調講演 『住み慣れた地域で最期まで暮らし続けるために』 

           講師 花戸貴司さん 

           司会 髙橋昭彦  

11:30-12:15  アピールタイム 持ち時間一団体 3 分 

12:15-13:00  休憩・昼食 

13:00-13:45  特別講演①『近未来の日本の人口構造と在宅ケア』 司会 趙達来   

講師 島崎謙治さん 

13:45-14:30  特別講演②『2035 年 どうなる日本の家族』 司会 三瀬順一  

           講師 袖井孝子さん            

14:45-15:45  シンポジウム『2035 年の栃木 在宅ケアのかたち』 司会 太田秀樹  

           シンポジスト 花戸貴司さん・島崎謙治さん 

袖井孝子さん・大森豊さん            

15:45-15:55 テイクホームメッセージ  司会 永島徹  

太田秀樹 大澤光司 

 

◆ポスター発表・自由集会受付 ◆ 
締切り 2016 年 2 月 28 日（期日厳守） 

（１）ポスター発表 

会場ホールで、ポスター掲示による呼びかけや研究発表（非営利限定）ができます。 

（２）活動アピール（11:30～12:15） 

壇上でアピールすることができます（１５名まで） 

アピール時間に限りがあるため、下記の要件をご理解、ご協力をお願いたします。 

①一団体、発表者 1 名のみ登壇 

時間の関係上、発表者は、1 名のみでお願い致します。 

②3 分アピール 各団体、持ち時間 3 分間です。 

     ③発表形式は、自由です。 

      発表形式はスピーチ、PowerPoint 可（但し事前に提出してください）。 

（３）自由集会 閉会後、小規模の集会が可能です。 

これら⑴から⑶については、事前に事務局までご相談ください。 

【お問い合わせ先】医療法人アスムス内 在宅ケアネットワーク栃木第 20 回大会事務局 

          電話：0296-33-0080（担当：原田・小林・松舘） 

          E-mail：carenet@asmss.jp 



【 メイン 登壇者 紹介 】 
 

▶花戸 貴司(はなと たかし)さん  

2000 年永源寺町国保診療所（現・東近江市永源寺診療所）所長 

滋賀県長浜市生まれ。1995 年自治医科大学医学部卒業、1997 年湖北総合病院小児科、

2000 年永源寺町国保診療所（現・東近江市永源寺診療所）所長。 

 永源寺診療所では内科・小児科・整形外科などのプライマリ・ケア外来の他、訪問診療・

訪問看護も積極的に行っている。保健・医療・福祉が連携した地域包括ケアはもちろん、さ

らに広く地域の人たちがつながりあう「地域まるごとケア」に取り組んでいる。 

 

 

▶島崎 謙治（しまざき けんじ）さん 

政策研究大学院大学教授 

1978 年 東京大学教養学部卒業、厚生省入省。厚生労働省保険局保険課長、国立社会保障・

人口問題研究所副所長、東京大学法学政治学研究科客員教授等を経て、2007 年から現職。

社会保障制度審議会専門委員。 

近著に、『医療政策を問いなおす―国民皆保険の将来』（ちくま新書）がある。 

 

 

▶袖井 孝子（そでい たかこ）さん  

お茶の水大学名誉教授 

東京家政学院大学客員教授、ＮＰＯ法人高齢社会をよくする女性の会副理事長、一般社団法

人シニア社会学会会長、一般社団法人コミュニティネットワーク協会会長。日本版ＣＣＲＣ

構想有識者会議委員。主な著書に『高齢者は社会的弱者なのか』（ミネルヴァ書房）、『女の

活路 男の末路』（中央法規）がある。 

 

 

▶大森 豊（おおもり ゆたか）さん    

宇都宮大学地域連携教育研究センター（とちぎ終章学センター） 

1982.4～1985.3 栃木県立宇都宮高等学校 1985.4～1989.3 東北大学経済学部 

1989.4～2014.3 栃木県庁  財政課、障害福祉課、地域振興課など 

2014.4～     宇都宮大学地域連携教育研究センター（とちぎ終章学センター） 

 中学から現在に至るまで、陸上と合唱を楽しんでいる。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

http://www.wanpug.com/illust/illust1125.png 

自治医科大学・自治医科大学附属病院 地域医療情報研修センター 

 

〒329-0498 栃木県下野市薬師寺 3311-1 

►ＪＲ宇都宮線 「自治医大駅」下車、徒歩 10 分 

►東北新幹線 小山駅または宇都宮駅 下車、宇都宮線の普通電車に乗り換え 

 

 

みなさまのお越しを 

お待ちしております。  
 
 

 

【主催】在宅ケアネットワーク栃木 

【共催】マロニエ医療福祉専門学校 


